
 

 

 

 

 

食品ロス削減啓発グッズ（てまえどり）の作成について 

 
 
１．目 的 
 コロナ禍において自宅で食事をする生活スタイルが定着し、県民が食品小売店
舗で買い物する機会が増えている中、県では、食品ロス削減を啓発するポスター
やＰＯＰを店舗に掲示し、食品ロスの認知度の向上を図るとともに、消費・賞味
期限間近の商品を優先的に購入してもらえるよう県民に啓発を行うことで、期限
切れで廃棄される商品の削減につなげる取り組みを３月３０日から実施する。 
 
 
２．内 容 
スーパー、コンビニなどの食品小売店舗における、県民への「てまえどり」の

呼びかけを促進するため、商品棚などに掲示する啓発グッズを作成。 
また、美味しいいしかわ食べきり協力店として登録されている食品小売店舗

（約１，０００店舗）にて、作成した啓発物を活用し、買物をされる方へ周知を
行うほか、ホームページにて啓発物を提供。 
 

※「美味しいいしかわ食べきり協力店」登録制度 

県では、令和元年度に、食品ロスの削減に取り組む食品小売店や飲食店等を登録する制度

を創設。協力店には、自ら食品ロス削減につながる取り組み（小盛りメニューの提供や少量

パックによる販売など）や、県民への普及啓発（ポスター掲示など）に取り組んでもらう。 
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